
１

通信販売市場の拡大

・2007年度の通信販売業界全体の売上高は、推計で３兆8,800 億円であり、対前年度5.4％の増加となっ
ている（2006年度の売上推計は３兆6,800 億円）。
・なお、（社）日本通信販売協会会員企業の売上高は２兆7,600 億円であり、対前年度3.4 ％の増加であ
る。

通信販売売上高の推移（1998年度～2007年度）
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※（社）日本通信販売協会の会員企業を対象とした調査（回答者463社中227社）。通信販売業界全体の売上高は推計。
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２

・平均的な通販企業の商品カテゴリ別の売上状況を示す「売上高構成比の単純平均」を見ると、食料品
による売上高構成が圧倒的に多い（41.9％）。
・また、商品カテゴリ別の消費者の購入金額の割合の大小を示す「売上高構成比の売上高加重後の平
均」を見ると、食料品は21.2％となっており、食料品は通販市場で大きな位置を占めていると言える。

商品カテゴリ別の売上高構成比（2007年度）
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21.2 41.9 食料品（健康食品、地方特産品、飲料等を含む）

25.8 8.6 衣料品
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３

一般消費者向けオンライン市場の拡大

・日本におけるＢｔｏＣ-ＥＣ（消費者向け電子商取引）市場は、2005年に３兆4,560億円、2006年に４兆
3,910億円、2007年５兆3,440億円と順調に拡大している。
・食品小売業におけるＥＣ化（電子商取引化）率は2007年に0.42％とまだまだ低いものの、対前年
123％の伸びであり、徐々にＥＣ化が進んでいる。

日本におけるBtoC-EC（消費者向け電子商取引）市場規模の推移
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